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黙

、
’

r

、
－
、
　
、

c

幼
稚
園
に

　
　
ス
ク
ー
ル
び
ス

待

灘
吻
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

運
行
を
は
じ
め
ま
し
た

園
紀
も
父
兄
も
大
喜
び
で
す
ギ

指
定
さ
れ
た
停
留
所
で
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご

「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ヘ

「
先
生
お
願
い
し
ま
す
」
ど

あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
声
も

自
然
と
は
ず
ん
で
き
ま
ず

、
」
』

4乱
、

、
ド
．

‘、

（
、
弓
麟
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基本構想審議会条例や
　一般会計補正予算

議
長

会議　
　
　
四
月
二
十

の　
　
五
日
に
行
な

後
わ
れ
た
統
一

挙
地
方
選
挙
後

選
は
じ
め
て
の

　
　
村
議
会
が
五

方
月
四
日
・
ま

地
た
六
月
九
日

一
に
は
、
昭
和

　
　
四
十
六
年
第

統
二
回
定
例
村

・
　
議
会
が
、
役

　
　
場
会
議
室
で

　
　
開
か
れ
ま
し

　
　
た
。

　
新
議
員
に
よ
る
議
会
の
常
任
委
員
や

委
員
長
の
選
任
が
行
な
わ
れ
、
監
査
委

員
や
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
も
き

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
条
例
二
件
、
補
正
予
算

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

監
査
委
員
に

　
　
中
島
・
福
田
両
氏

昭
和
四
＋
四
年
よ
り
監
査
委
員
の
職

に
杉
田
氏

副
議
長
に

持
田
氏
を
選
任

に
あ
っ
た
水
野
八
郎
・
岡
部
正
次
両
氏

の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
つ
ぎ
の
か

た
が
た
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
江
南
村
大
字
塩
四
三
二
番
地

　
　
　
　
　
　
　
中
　
島
儀
　
市

　
江
南
村
大
字
成
沢
三
八
六
番
地

　
　
　
　
　
　
　
福
　
田
　
　
　
茂

固
定
資
産
評
価
審
査

委
蝉
会
委
員
の
選
任

　
地
方
税
法
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
て
い

る
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、
つ
ぎ
の
か

た
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
南
村
大
字
御
正
新
田
一
二
八
四

　
　
　
　
　
　
　
武
政
定
　
一

）f

）

税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
、

老
令
者
、
寡
婦
、
未
成
年
者
、
障
害
者

に
対
す
る
村
民
税
の
課
税
の
対
象
と
な

る
最
低
限
度
額
が
、
三
十
二
万
円
か
ら

三
十
五
万
円
に
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

こ
の
ほ
か
、
こ
ま
か
い
点
が
い
く
つ

か
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
構
想

　
　
審
議
会
条
例

村
の
将
来
の
発
展
を
展
望
し
て
、

～

奪
“
㌧
を
ー
“
～
《
“
馨
塾
～
《
“
．
ぞ
塾
く
q
塾
玉
重
阜
～
な
ノ
“
矛
、
ノ
“

議
　
長

副
議
長

総
務
委
員

　
◎
新
井

　
○
寺
山

財
務
委
員

　
◎
関
口

　
○
吉
田

土
木
委
員

　
◎
新
井

　
o
富
田

産
業
委
員

　
◎
笠
原

　
○
新
井

．
議
会
構
成

持杉
田田

良弥
作平

孝政
作男

常久
次平

宗茂
￥治

　広
肇治

気
多
・
》
《
》

中
島
儀
市
　
　
馬
場

馬
場
　
一
衛
　
　
松
本

芳茂
治雄

小
林
　
　
正
　
　
柴
　
　
茂
男

橋
本
　
重
秋

新
井
善
次
郎
　
　
坂
田
　
豊
一

長
谷
川
雅
喜

　
　
持
田
良
作

　
　
篠
崎
　
英
作

◎
印
は
委
員
長

折
川
　
高
一

　
　
　
　
　
　
　
○
印
は
副
委
員
長

、
、
《
》
、
ぞ
》
》
ぞ
》
、
ぜ
》
《
，
》
《
気
”
・

　
　
　
　
　
　
　
）
）
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み
よ
い
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め

に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
計
画
的
に
村

行
政
を
行
な
え
る
よ
う
、
調
査
し
、
審

議
す
る
機
関
と
し
て
、
こ
の
条
例
が
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

審
議
会
の
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ

る
か
た
十
人
、
村
議
会
の
議
員
か
ら
十

一
人
の
合
計
二
十
一
人
で
組
織
さ
れ
、

任
期
は
二
年
で
す
。

補般
　ム正試
予計
算

　
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
の
補
正

予
算
は
、
補
正
額
千
五
百
六
十
三
万
四

千
円
の
追
加
で
、
総
額
は
、
三
億
一
千

二
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
基
本
構
想

関
係
費
三
百
十
四
万
二
千
円
、
農
道
舗

装
費
二
百
四
十
二
万
二
千
円
、
道
路
改

良
曹
．
四
百
三
十
七
万
四
千
円
で
し
た
。

　
財
源
と
し
て
は
、
村
税
二
百
万
円
、

地
方
交
付
税
百
九
十
五
万
七
千
円
、
国

県
補
助
金
百
七
十
九
万
六
千
円
、
繰
越

金
九
百
万
円
な
ど
で
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
議
案
が
審
議
さ
れ
た
の
ち
、
各
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
に
入
り
、
農
業
総
合

セ
ソ
タ
ー
の
建
設
闇
題
、
交
通
安
全
対

策
、
幼
稚
園
の
間
題
、
奨
学
資
金
制
度

の
こ
と
、
総
合
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
建
設
問

題
、
工
場
な
ど
か
ら
排
せ
つ
さ
れ
る
汚

水
等
に
よ
る
公
害
問
題
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
と
熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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議
長
就
任
に

ρ

あ
た
り

へ

議
長
　
杉
田
　
弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
た
び
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薦
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
し

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
般
村
の
広
報
で
ご
存
じ
の
通
り
、

昭
和
四
十
六
年
度
全
予
算
は
四
億
七
百

五
十
七
万
五
干
円
で
あ
り
、
四
月
一
日

現
在
の
人
口
（
七
千
七
百
七
十
四
人
）

一
人
あ
た
り
に
分
割
し
て
み
ま
す
と
、

五
万
二
千
四
百
二
十
七
円
と
な
り
ま
す

、
経
済
の
発
展
は
反
面
地
方
財
政
を
、

社
会
を
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
に
追
い
込

み
、
自
治
体
の
事
業
分
量
は
年
々
増
大

し
、
や
や
も
す
る
と
財
源
の
硬
直
に
通

じ
村
長
の
議
案
、
執
行
、
議
会
の
議
決

に
ひ
と
た
び
誤
り
を
生
じ
ま
す
と
、
窒

息
財
政
と
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

　
常
に
住
民
代
表
と
い
う
責
任
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
と
に
あ
た
り
、
慎
重

に
、
限
ら
れ
た
予
算
に
最
大
の
効
果
を

あ
げ
べ
く
務
め
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す

　
米
国
言
論
界
の
長
老
ウ
オ
ル
タ
ー
・

リ
ッ
プ
マ
ソ
氏
は
「
公
衆
の
哲
学
」
と

い
う
著
書
の
中
で
、
「
現
実
の
世
界
で

行
動
す
る
合
理
的
な
人
間
と
は
、
自
分

の
欲
す
る
と
こ
ろ
と
、
実
行
可
能
の
と

こ
ろ
と
の
中
間
の
ど
こ
で
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
か
、
損
害
の
計
算
を
す
る
か
1
決

す
る
人
で
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す

　
す
な
わ
ち
、
住
民
の
要
求
、
希
望
、

す
べ
て
一
度
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
財
源
は
限
ら
れ
て
い
る
、
し
た

が
っ
て
ど
こ
で
止
め
れ
ば
一
番
財
政
は

安
定
で
あ
り
、
住
民
に
満
足
の
ゆ
く
行

政
で
あ
る
か
を
計
れ
る
人
こ
そ
、
現
代

の
代
表
者
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
本
年
、
江
南
村
十
五
か
年
の
基
本
構

想
計
画
が
こ
れ
か
ら
押
し
進
め
ら
れ
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
首
長
を
中
心

と
し
た
構
想
審
議
会
が
発
足
、
学
老
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
、
三
者
一
体

と
な
っ
て
、
都
市
計
画
と
と
も
に
村
の

良
い
伝
統
を
維
持
し
た
、
近
代
的
に
し

て
、
住
民
の
意
に
そ
っ
た
理
想
郷
の
構

想
が
完
成
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
た
だ
見
れ
ば

　
　
　
な
ん
の
苦
も
な
き
水
鳥
の

　
　
足
に
ひ
ま
な
き

　
　
　
　
　
わ
が
思
い
か
な

　
と
い
う
和
歌
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
表
面
、
村
の
平
和
の
う
ち
に

ひ
た
っ
て
い
て
も
、
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
環
境
づ
く
り
と
、
愛
情
の
き
づ
な

に
結
ば
れ
た
村
政
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

常
に
水
鳥
と
足
の
な
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
江
南
村
繁
栄
の
た
め
、
微
力
な
が

ら
一
段
の
努
力
を
傾
注
い
た
す
考
え
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
の
み
な
さ
ん
の
変
り
な
い
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
L
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇
◇
◇

…一保健指導や助産部門一・一…

一順調な母子健康センター一・・一

　
こ
の
母
子
健
康
セ
ソ
タ
ー
は
、

さ
ん
の
健
康
相
談
や
、

導
を
行
な
い
、
ま
た
安
い
使
用
料
で
安

全
な
分
べ
ん
が
で
き
る
よ
う
、
優
秀
な

助
産
婦
さ
ん
六
名
が
常
時
交
替
で
つ
と

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
母
子
セ
ン
タ
ー
へ
入
所
さ
れ
る
方
へ

　
昭
和
四
十
三
年

四
月
、
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
を
開
所

し
て
以
来
三
年
を

経
過
し
ま
し
た
が

お
か
げ
さ
ま
で
順

調
に
運
営
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
の
五
月

ま
で
に
母
子
セ
ン

タ
ー
で
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
は
、
二

百
八
十
人
で
、
一

年
に
平
均
す
る
と

八
十
六
人
が
誕
生

L
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
み
な

　
母
子
の
保
健
指

（

（

　
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出
産
予

定
前
に
な
る
べ
く
早
く
、
母
子
セ
ン
タ

ー
ヘ
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
所
料
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
が

入
所
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

母
子
セ
ン
タ
ー
（
有
線
二
〇
四
八
番
）

ま
た
は
、
住
民
課
（
有
線
三
〇
四
一

番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　母子健康センター入所料

凝1辛讐轟
円
朧
翻
辮

　
2
7
1
1
　
　
2

　　円

400

250
150
120
350

i15，890

料
料
料
料
料
料

澱
補
識

入
分
介
寝
洗
賄

　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
合

糞
簸
舐

　
〔
助
産
婦
さ
ん
に
見
送
ら
れ
て
、
．
め

で
た
く
退
所
さ
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
〕
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赤
十
字
募
金
に
感
謝

十
三
万
七
千

余
円
を
県
に

　
日
本
赤
十
字
事
業
は
、
皆
さ
ん
も
す

で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
身
心
障
害
者
に

対
す
る
福
祉
事
業
、
災
害
救
助
事
業
、

血
液
事
業
、
看
護
事
業
に
、
ま
た
国
際

的
に
も
日
夜
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
五
月
に
こ
の
赤
十
字
運
動

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
目
標
額
を
上
ま
わ
る
募

金
が
得
ら
れ
、
五
月
末
日
、
埼
玉
県
支

部
に
納
入
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

の
み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
日
赤
募
金
結
果

　
成
　
　
沢

三
　
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

野
　
　
原

須
賀
広

小
江
川

　
塩

板
　
　
井

　
柴

千
　
　
代

試
験
場

療
養
所

合
　
　
計

一四一一四七六七九四七五七五〇〇
一
三
七
、

五
六
〇
円

六
〇
〇
円

三
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
八
○
円

九
八
○
円

六
五
〇
円

○
O
O
円

四
〇
〇
円

七
〇
〇
円

五
四
〇
円

八
○
○
円

九
〇
〇
円

八
○
○
円

四
一
〇
円

一
〇
〇
五

九
〇
〇
円

八
一
δ
円

、
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調
整
区
域
内
の
建
築
に
は

農
用
地
か
ら
の
除
外
が
必
要

　
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
、
昨
年
の
十

二
月
二
十
八
日
、
村
内
が
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
に
区
分
さ
れ
た
こ

と
は
、
す
で
に
皆
さ
ん
が
ご
承
知
の
と

お
り
で
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
積
極
的
に
都
市
化

を
は
か
る
た
め
の
区
域
で
す
か
ら
、
住

宅
な
ど
が
い
ま
ま
で
ょ
り
簡
単
に
建
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、
無
秩
序
な
都

市
化
を
お
さ
え
、
農
業
な
ど
の
振
興
を

は
か
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
地
域
で
、

原
則
と
し
て
は
一
般
の
家
は
建
て
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に
か

ぎ
り
、
建
築
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

開
発
許
可
の
い
ら
な
い
も
の

ー
、
農
業
用
建
物
や
、
農
業
に
従
事
す

る
人
の
住
宅
（
九
十
平
方
材
以
内
）

2
、
十
平
方
㌶
以
内
の
増
改
築
・
車
庫

物
置
な
ど
。

許
可
を
う
け
れ
ば
建
築
で
き
る
も
の

ー
、
区
域
指
定
の
前
に
、
自
分
の
住
宅

な
ど
を
建
て
る
泪
的
で
所
有
し
て
い
た

土
地
で
、
こ
と
し
の
六
月
二
十
八
日
ま

で
に
届
け
出
た
も
の
（
既
存
権
利
届
）

で
、
五
年
以
内
に
建
築
す
る
も
の

2
、
農
家
の
二
男
、
三
男
等
の
た
め
に

新
築
す
る
住
宅

3
、
そ
の
地
域
の
住
民
に
、
日
用
品
、

食
糧
品
な
ど
を
販
売
す
る
た
め
の
店
舗

4
、
危
険
物
の
貯
蔵
処
理
な
ど
の
建
物

で
、
市
街
化
区
域
内
に
建
て
る
こ
と
が

不
適
当
な
も
の

5
、
そ
の
他
特
別
の
事
由
の
あ
る
も
の

農
振
法
と
の
関
連

　
都
市
計
画
法
で
は
、
前
記
の
よ
う
に

調
整
区
域
内
で
も
、
許
可
を
受
け
れ
ば

建
築
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
土
地
が
農
振
法
（
農
業
振
興
法
）
に

市街化区域

　P’熔

饗ラ

逆』
．
兀

陀竃ん1釜む
卍

農業センター

ノ

　自動亘li学校

里　㊤江南病院

畜産試験場

7中学校

役

場

鎌

　
　
　
　
　
）
》

よ
っ
て
農
用
地
の
揖
定
を
受
け
る
と
、

許
可
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
農
用
地
の
指
定
に
つ
い
て
け
、
現
在

産
業
課
で
そ
の
事
務
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
十
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、

農
地
等
に
家
を
建
築
す
る
予
定
の
あ
る

か
た
は
、
農
用
地
指
定
か
ら
の
除
外
を

申
L
出
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
開
発
許
可

の
関
係
に
つ
い
て
け
企
画
課
、
農
用
地

の
利
用
計
画
等
に
つ
い
て
は
産
業
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

農振法

農
用
地
利
用

計
画
は
慎
重
に

　
農
業
振
興
地
域
制
度
け
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
地
域
を

き
め
、
そ
の
地
域
の
諸
条
件
に
応
じ
た

利
用
計
画
、
土
地
基
盤
の
整
備
、
農
業

近
代
化
施
設
な
ど
、
総
合
的
な
計
画
を

立
て
て
魅
力
あ
る
農
業
地
域
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
的
利
用
と
都
市
的
利
用
の
調
整

　
農
地
を
虫
食
い
的
に
こ
わ
す
よ
う
な

狸
築
物
な
ど
は
、
健
全
な
都
市
形
成
の

考
え
か
た
か
ら
も
問
題
が
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
、
新
都
市
計
画
法
が
つ
く

ら
れ
、
市
街
化
区
域
と
、
市
街
化
調
整

区
域
が
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
体
の
合
理
的
な
土
地
利

用
は
、
農
業
的
利
用
と
都
市
的
利
用
が

お
互
い
に
調
整
さ
れ
、
同
時
に
進
め
ら

顔
職
欝
欝
　
…

椴
羅
許
羅
縫
黙
…

保
麗
鰭
鞍
難
慧
…
…

擬
羅
編
駐
麟

の
未
墾
地
は
こ
れ
に
含
め
ま
す
。
　
　
　
㌔

轡
農
用
地
か
ら
除
外
と
れ
る
区
域
は
…
　
〉

畜
舎
等
の
農
業
用
施
設
、
住
宅
、
あ
る
極

い
は
工
場
の
用
地
な
ど
は
、
農
用
地
区
　
一

域
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
’

　
し
た
が
っ
て
現
在
農
用
地
で
あ
っ
て
　
一

も
、
こ
う
し
た
施
設
の
計
画
が
あ
る
場
　
煽

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
用
地
を
除
外
　
煽

し
て
農
用
地
区
域
を
定
め
る
必
要
が
あ
㌦

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
　
　
　
凸

　
村
で
は
、
農
用
地
区
域
の
案
を
つ
く
一

り
、
各
字
ご
と
に
常
会
を
開
い
て
説
明
一

し
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、
必
　
◎

要
に
よ
っ
て
は
修
正
を
い
た
し
ま
す
。
　
～

　
現
在
北
地
区
で
は
常
会
を
お
わ
り
、

南
地
区
の
常
会
を
行
な
う
わ
け
で
す
が

整
備
計
画
案
が
き
め
ら
れ
ま
す
と
、
農
　
卍

用
地
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
げ
、
は
、
農
｝

地
転
用
の
許
可
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
　
㌦

土
地
利
用
に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。
　
　
㌦

　
今
後
十
年
間
ぐ
ら
い
に
農
地
を
転
用
　
卵

さ
れ
た
い
方
は
、
常
会
で
、
ま
た
は
産
｛

業
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
声

　
　
　
　
）
）
　
　
穂

お知らせ

　一…漁

ヤ轡》輝

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に

　
　
　
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
ス
ポ
ー
ッ
を
す
る
こ
と
の
少
な
い
人

た
ち
に
対
し
、
そ
の
機
会
を
つ
く
っ
て

必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
、
心
身
の
健
全
な
発
達
と
、
明

る
く
豊
か
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

県
と
村
が
共
同
で
、
こ
の
教
室
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
一
般
姉
人
を
対
象
に
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
き
ま
す
か
ら
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
程

七
月
十
五
日

七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
九
日

八
月
　
五
日

八
月
十
二
日

午
後
一
時
～
五
時

中
学
校
体
育
館

午
後
一
時
～
四
時

北
小
体
育
館

午
後
一
時
～
四
時

北
小
体
育
館

午
後
一
時
～
四
時

中
学
校
体
育
館

午
後
一
時
～
四
時

北
小
体
育
館
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”
つ
勝
動
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
　
　
り
　
）

　
の畿

．

↑
塩
の
古
墳
群
に
案
内
版

　
県
で
指
定
さ
れ
て
い
た
塩
古
墳
群
の

案
内
版
が
、
神
社
南
側
に
で
き
ま
L

た
。
古
墳
は
こ
こ
か
ら
三
百
耕
位
南
に

あ
り
ま
す
か
ら
、
ご
．
覧
く
だ
さ
い
。

↑
江
南
中
野
球
部
、
郡
で
優
勝

　
中
学
校
野
球
部
は
、
学
徒
総
合
体
育

大
会
大
里
地
区
予
選
で
、
妻
沼
西
中
、

花
園
中
、
深
谷
中
、
明
戸
中
を
連
破
し

て
初
優
勝
を
お
さ
め
ま
し
た
。

難難難難饗灘灘嚢．舞餌．、．曽．　…．．．，．．、．．難馨

↑危険な場所にカーブミラー

　昭和45年度事業として、道路の

見通しの悪い危険な場所9か所に

カーブミラーをつけました。これ

からも続いて建てる予定です。

　
　
水
と
く
ら
し

　
　
　
　
　
使
用
量
は
一
人
一

　
水
は
空
気
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
生

命
を
守
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
き
れ
い
な
水
で
口
を
す
す
ぎ
、
顔
を

洗
い
．
水
を
ま
い
た
り
し
て
さ
わ
や
か

な
朝
を
む
か
え
る
…
こ
う
し
て
私
た
ち

の
毎
日
が
は
じ
ま
る
の
で
す
。

　
あ
た
た
か
い
味
噌
汁
、
お
い
し
い
お

茶
、
洗
た
く
と
、
す
べ
て
が
水
の
恩
恵

に
浴
し
て
い
ま
す
。

・
私
た
ち
が
使
う
水
の
量

　
い
っ
た
い
私
た
ち
は
、
一
日
ど
の
く

ら
い
の
水
を
飲
み
、
使
う
の
で
し
ょ
う

か
。
お
と
な
は
一
日
に
約
二
誌
の
水
を

飲
み
ま
す
。
ま
た
村
の
水
道
で
は
一
人

一
日
二
百
捌
の
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
二
百
鰯
と
は
、
六
鐘
入

り
の
バ
ケ
ツ
で
約
三
十
三
杯
で
、
五
人

家
族
で
す
と
一
日
百
六
十
五
杯
も
の
水

を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

・
自
然
の
水
を
つ
く
り
か
え
る

　
水
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
は
、
　
「
水
は

天
か
ら
も
ら
い
水
」
と
考
え
ら
れ
て
い

た
た
め
に
、
水
は
た
だ
と
い
う
考
え
方

が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
生
活
水
準
が
向
上
し
、
毎
日

大
量
の
水
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
今
日

で
は
、
い
ま
ま
で
の
井
戸
水
だ
け
で
は

足
り
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
都
会
で
も
、
農

村
で
も
水
道
の
施
設
を
つ
く
り
、
自
然

日
二
頁
湛

の
水
に
い
ろ
い
ろ
と
手
を
加
え
、
体
に

害
の
な
い
安
全
な
水
に
つ
く
り
か
え
て

皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
届
け
す
る
わ
け
で

す
。・

取
水
設
楠
と
送
配
水
管

　
樋
春
と
成
沢
に
あ
る
井
戸
三
本
か
ら

く
み
あ
げ
た
水
は
、
送
配
水
管
で
浄
水

場
の
着
水
井
に
運
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
水
は
源
水
と
呼
ば
れ
、
ま
だ
飲

め
ま
せ
ん
。
着
水
井
で
少
量
の
塩
素
を

注
入
し
て
消
毒
し
ま
す
。
水
道
の
水
が

く
さ
い
の
は
こ
の
た
め
で
、
安
心
し
て

飲
め
る
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
水
は
浄
水

池
に
た
め
ら
れ
、
朝
夕
の
水
道
の
使
用

が
も
つ
と
も
多
い
と
き
で
も
不
足
し
な

い
よ
う
に
た
く
わ
え
て
お
き
、
配
水
ポ

ン
プ
を
通
し
て
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
送

ら
れ
ま
す
。
浄
水
場
は
年
中
無
休
、
昼

夜
兼
行
で
働
き
続
け
て
い
ま
す
。

水
道
工
事
に
ご
協
力
を
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村
で
は
、
昭
和
四
十
五
～
四
十
六
年
㎜

2
か
篭
第
茨
拡
張
工
妻
行
蒸
…
㎜

っ
て
お
り
ま
篤
工
事
に
あ
た
．
て
は
鮪
…

製
融
難
鰐
欝
　
繍

、
欝
癒
凝
難
麟

八
月
二
十
六
日
　
午
後
一
時
～
五
時

　
　
　
　
　
　
中
学
校
体
育
館

対
象
　
一
般
婦
人

講
師
　
体
育
指
導
員

服
装
　
ス
ポ
ー
ッ
の
で
き
る
服
装
と
運

　
　
　
動
ぐ
つ

申
込
み
　
七
月
十
日
ま
で
に
教
育
委
員

　
　
　
会
へ

　
　
九
月
に
卓
球
教
室

　
一
般
青
年
男
女
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
、
九
月
に
卓
球
教
室
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
決
定
次
第

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
か
ら
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
の

ご
利

用
を

　
移
動
図
書
館
「
む
さ
し
の
号
」
が
巡

回
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
学
・
歴
史
・
教
養
・
娯
楽
・
児
童

書
な
ど
約
千
冊
の
本
を
積
ん
で
、
皆
さ

ん
の
お
い
で
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

　　7月19日（月）

11時～12時御正農協

並時10分～1時4C分役　場

　　8月25目（水）

11時～12時　御正農協

12時10分～1時40分役　場

貸
し
出
し
は
無
料
で
、
一
人
三
冊
ま

で
、
期
間
は
つ
ぎ
の
巡
回
日
ま
で
で
す

か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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の
晶

鴨
作
⑤

よバ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
江
南
南
小
二
年

　
　
　
　
　
　
　
野
本
け
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
う
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る
ち
ょ
っ
と

　
　
　
　
　
　
鞭
す
ぎ
に
よ
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
ん
、
か
ず

え
ち
ゃ
ん
の
二
人
が
あ
そ
び
に
来
ま
し

た
．
。　

か
ず
え
ち
ゃ
ん
が
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

し
て
あ
そ
ば
な
い
。
」
と
い
い
ま
し
た
。

わ
売
し
が
、
　
「
ボ
ー
ル
を
も
っ
て
く
る

か
ら
、
ぶ
ら
ん
こ
に
の
っ
て
ま
っ
て
て

ね
。
」
と
い
っ
て
、
う
ち
の
中
ヘ
ボ
ー

ル
を
と
り
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
二
か
い
を
さ
が
し
た
り
、
お
ね
え
ち

ゃ
ん
の
へ
や
を
さ
が
し
ま
し
た
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
下
に
お
り
て
、
て
れ
び

し
つ
を
さ
が
す
と
や
っ
と
見
つ
か
り
ま

し
た
。
い
そ
い
で
外
に
行
き
ま
し
た
。

　
三
人
で
し
ば
ふ
の
上
に
の
り
ま
し
た

　
わ
た
し
は
、
は
だ
し
に
な
っ
て
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
か
ず
え
ち
ゃ
ん
が

ボ
ー
ル
を
う
ち
ま
し
た
が
、
と
て
も
た

か
く
て
と
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
ど
は
、
わ
た
し
が
う
つ
ば
ん
で

す
。
や
っ
ば
り
へ
ん
な
た
ま
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
か
わ
り
ば
ん
こ
に
ボ
ー
ル
を
な
げ
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
な
が
く
つ
づ
き
ま
せ

ん
。
み
ん
な
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

に
し
た
の
で
、
あ
せ
び
っ
し
ょ
り
に
な

っ
て
、
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
え
よ
り
も
、
す
こ
し
、
じ
ょ
う
ず

に
な
っ
た
の
で
「
ま
た
や
ろ
う
ね
。
」

と
や
く
そ
く
し
て
、
や
め
ま
し
た
。

　
ほ
ん
と
う
に
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

マ
リ
ン
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
江
南
南
小
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
佐
和
香

　
し
よ
し
よ
マ

リ
ン
ラ
ン
ド
ヘ

と
う
着
。

　
長
い
長
い
車

の
旅
も
終
わ
り
、
み
ん
な
白
一
色
の
ト

レ
ー
パ
ン
と
、
色
と
り
ど
り
の
上
着

に
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
な
が
ら
、
う
す

ら
寒
い
風
に
ふ
か
れ
な
が
ら
、
青
葉
い

っ
ぽ
い
の
空
気
に
、
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

ま
し
た
。
　
（
中
略
）

・
思
っ
た
よ
り
も
少
な
い
人
出
で
し
た

　
動
物
達
の
お
も
し
ろ
い
芸
当
に
感
心

し
ま
し
た
。
イ
ル
カ
の
く
す
玉
割
り
、

中
か
ら
、
白
い
は
と
が
、
ぽ
っ
と
、
飛

び
出
し
ま
し
た
。
実
に
見
事
で
し
た
。

　
一
羽
の
は
と
は
、
風
が
こ
わ
い
の
か

飛
び
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
れ
か
が

ボ
ウ
シ
を
落
と
し
た
の
を
、
長
い
鼻
の

　
　
　
　
　
）
》

雛
欝
醸
…
…
…
胴
無
騨
ー

繧
濃
蟹
諜
抑
羅
饗
る

の
だ
．
た
緊
ボ
ウ
シ
も
無
事
に
帰
慧
欝
蕪
穂

．
舞
鐸
や
る
藤
小
型
特
殊
　
該
当
｛

う
れ
し
そ
う
に
、
食
べ
ま
し
た
。
中
に
　
㌔
　
し
か
し
、
農
耕
作
業
が
主
目
的
で
あ

は
、
何
も
芸
を
し
な
い
で
、
た
だ
、
食
㌔
り
、
道
路
を
運
行
す
る
場
合
は
一
般
的

べ
て
ば
か
り
い
る
の
も
い
ま
し
た
。
あ
㌦
に
少
な
い
と
認
め
ら
れ
、
耕
う
ん
機
は

ん
な
い
る
か
は
、
き
っ
と
、
落
だ
い
生
へ
年
額
千
円
と
低
額
で
課
税
が
行
な
わ
れ

か
も
L
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
（
て
お
り
ま
す
。

　
さ
る
が
、
か
ね
を
た
た
い
て
、
イ
ル
詞
　
　
ご
承
知
の
よ
う
に
自
動
車
税
、
軽
自

力
の
群
を
集
め
ま
し
た
。
集
め
る
力
を
｝
動
車
税
は
道
路
運
行
の
利
便
を
得
る
も

持
っ
て
い
る
、
さ
る
の
ち
え
に
も
、
ま
卵
の
か
ら
税
を
徴
収
し
、
道
路
の
改
修
、

た
感
心
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
㌔
交
通
対
策
等
に
役
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　
水
の
中
に
、
軽
が
る
と
、
ア
ヒ
ル
が
　
～
　
近
頃
で
は
農
道
舗
装
等
も
行
な
わ
れ

う
か
ん
で
い
ま
し
た
。
強
い
水
し
ぶ
き
芦
て
い
る
折
柄
、
無
鑑
札
の
ト
レ
ー
ラ
ー

が
か
か
る
の
で
、
ア
ヒ
ル
が
遠
く
へ
、
　
譜
を
ご
使
用
の
方
は
、
早
急
に
役
場
の
税

に
げ
て
い
く
す
が
た
が
、
か
わ
い
そ
う
賦
務
課
よ
り
課
税
標
識
の
交
付
を
受
け
て

な
気
が
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
｝
く
だ
さ
い
。

さ
る
が
、
黄
色
い
長
ぐ
つ
に
、
黄
色
脚
レ
タ
ス
の
タ
ネ
を

い
シ
ャ
ツ
着
て
、
赤
い
ズ
ボ
ン
が
、
お
～

書
ろ
い
か
っ
こ
う
璽
お
じ
さ
ん
に
岬
　
　
さ
し
上
げ
ま
す

手
を
引
か
れ
て
い
る
の
が
、
印
象
的
で
　
撒
　
村
で
は
、
稲
作
の
生
産
調
整
推
進
の

し
た
。
よ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
達
が
　
一
た
め
、
水
田
を
減
反
さ
れ
た
か
た
が
た

芸
を
覚
え
た
も
の
と
、
感
心
し
ま
し
た
　
曜
に
レ
タ
ス
の
タ
ネ
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

　
私
も
、
動
物
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
　
V
　
レ
タ
ス
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
多
く
含

な
ろ
う
と
、
強
く
心
に
、
き
ざ
み
ま
し
　
㌦
み
、
最
近
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
か
わ
っ
て
急

た
。
い
つ
ま
で
も
、
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
を
㌦
激
に
需
要
を
増
し
て
き
た
西
洋
野
菜
で

は
な
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
”
す
。

）
）

　
ま
ぎ
付
け
の
時
期
は
、
八
月
上
～
中

旬
の
予
定
で
す
が
、
栽
培
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

タ
ネ
を
さ
し
上
げ
ら
れ
る
か
た

・
水
田
の
休
耕
地
に
五
艀
，
（
五
畝
）
以

上
作
付
け
の
で
き
る
か
た

・
共
同
出
荷
で
き
る
か
た

申
し
込
み
七
月
十
日
ま
で
に
、
産
業

課
ま
た
は
農
協
へ
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
産
業
課
か
、
普
及

員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

担
当
は
江
野
技
師

　
　
　
　
生
活
改
良
普
及
員

　
江
南
村
を
担
当
さ
れ
て
い
た
普
及
員

の
小
井
州
さ
ん
が
異
動
さ
れ
、
後
任
と

し
て
江
野
さ
ん
が
、
江
南
村
の
み
な
さ

ん
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
江
野
さ
ん
は
、
農
業
者
の
健
康
問
題

労
働
過
重
に
よ
る
食
生
活
の
改
善
な
ど

実
際
の
農
家
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
問

題
に
つ
い
て
、
と
り
く
ん
で
ゆ
き
た
い
．

そ
う
で
す
。

　
普
及
員
と
し
て
の
経
験
年
数
も
な
が

く
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
体
験
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
良
き
相

談
相
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
と
思
い
ま

す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
産
業
課
（
有
線
三
〇
四
五

番
）
か
普
及
所
（
熊
谷
二
ー
三
三
五

八
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
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本
村
の
農
業
は

今
後
ど
う
進
ん
だ

ら
よ
い
か
…
村
で

は
こ
の
方
向
づ
け

に
つ
い
て
、
専
門

に
研
究
し
て
い
ら

れ
る
機
関
に
、
調

査
を
依
頼
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
の

で
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
型
態
の
充
実

を　
現
在
村
内
に
は

工
場
の
進
出
や
農

地
の
宅
地
化
が
進

ん
で
お
り
、
労
働

力
不
足
、
虫
く
い

状
態
に
進
む
農
地

転
用
が
一
番
の
問

題
で
す
。

　
し
か
し
、
農
地

転
用
に
つ
い
て
は

農
振
法
や
、
都
市

　
　
　
　
　
冷
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
r

計
画
法
の
調
整
区
域
指
定
な
ど
に
よ
つ

て
、
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
労
働
力
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

今
後
に
計
画
さ
れ
て
い
る
第
二
次
農
業

構
造
改
善
事
業
等
と
あ
わ
せ
て
、
土
地

利
用
計
画
を
た
て
、
大
型
機
械
を
導
入

し
て
能
率
化
し
、
農
協
等
を
窓
口
と
し

た
需
要
供
給
の
請
負
作
業
制
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

養
蚕
は
共
同
化
が
必
要

　
本
村
の
農
産
物
中
、
販
売
額
の
第
一

位
を
占
め
て
い
る
養
蚕
に
つ
い
て
は
、

稚
蚕
共
同
飼
育
所
は
す
で
に
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
省
力

化
を
は
か
る
た
め
に
壮
蚕
飼
育
場
、
共

同
屋
外
飼
育
施
設
や
桑
園
の
集
団
化
な

ど
に
よ
っ
て
、
今
後
も
手
放
す
こ
と
の

で
き
な
い
産
業
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

畜
産
に
は
た
い
肥
の
自
給
体
制
も

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
河
川
敷
・
平
地

林
を
活
用
す
る
放
牧
飼
育
や
粗
飼
料
自

給
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
、
ふ
ん
尿
な
ど
の
有
機
質
肥
料

は
、
あ
と
で
述
べ
る
そ
菜
な
ど
の
栽
培

上
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、

た
い
肥
の
自
給
体
制
の
確
立
こ
そ
、
重

要
な
事
項
で
し
ょ
う
。

そ
菜
出
荷
に
は
共
販
体
勢
を

　
そ
菜
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
そ
菜
地

形
成
の
姿
か
ら
い
っ
て
も
、
本
村
が
今

後
都
市
近
郊
農
村
と
し
て
伸
び
て
ゆ
く

こ
と
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
問
題
点
と
し
て
は
、
技
術
面

と
市
場
出
荷
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
技

術
面
は
上
部
機
関
な
ど
の
指
導
を
受
け

る
と
し
て
も
、
市
場
出
荷
は
共
販
体
勢

を
確
立
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
長
期
的
に
は
、
す
で
に
そ
の
体
勢
が

し
か
れ
て
い
る
深
谷
市
を
中
心
と
し
た

そ
菜
地
帯
と
の
、
広
域
的
な
出
荷
体
勢

が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
高
度
な
施
設
園
芸
だ
け
で
な

く
露
地
栽
培
を
周
囲
に
育
て
な
が
ら
、

そ
の
中
核
と
し
て
の
ハ
ウ
ス
園
芸
と
い

う
形
態
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
安
定
し
た
高
収
益
部
門
に
そ
菜

が
成
長
す
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
年
数

が
必
要
で
し
ょ
う
。

／へ

（
、

農
家
の
経
営
形
態
は

　
こ
れ
か
ら
の
農
家
の
経
営
は
、
①
米

と
養
蚕
、
②
米
と
そ
菜
、
③
米
と
畜
産

と
、
こ
の
三
部
門
の
結
合
か
ら
、
将
来

は
、
④
そ
菜
専
業
、
⑤
畜
産
専
業
と
い

っ
た
形
態
の
経
営
も
生
ま
れ
て
く
る
で

し
よ
う
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
以
上
、
概
略
を
し
る
し
ま
し
た
が
、

村
で
は
こ
の
報
告
を
参
考
と
し
て
、
第

二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
を
は
じ
め
、

こ
れ
か
ら
の
各
種
の
農
政
に
つ
い
て
農

業
関
係
者
と
よ
く
協
議
し
て
、
都
市
近

郊
農
業
地
域
と
し
て
、
将
来
発
展
し
て

ゆ
く
た
あ
の
施
策
を
す
す
め
て
ゆ
く
考

え
で
す
。

農
　
業
　
者
　
年
　
金

未
加

入
者

　
こ
と
し
の
一
月
か
ら
発
足
し
た
農
業

者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安

定
と
、
優
秀
な
農
業
後
継
者
の
確
保
や

経
営
規
模
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
国

民
年
金
に
上
の
せ
し
て
発
足
し
た
も
の

で
す
。

　
加
入
資
格
と
届
け
出

◎
当
然
加
入
者

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
お
り
、
昭
和

四
十
六
年
一
月
一
日
現
在
五
十
五
歳
未

満
で
、
経
営
の
規
模
が
五
十
艀
，
以
上
の

農
家
の
経
営
主
。

◎
任
意
加
入
者

は
届
け
出
を

・
経
営
の
規
模
が
三
十
豚
，
以
上
、
五
十

脚
，
未
満
の
農
家
、
ま
た
は
、
そ
れ
と
同

等
と
認
め
ら
れ
る
農
家
の
経
営
主
。

・
当
然
加
入
者
の
後
継
者
で
、
引
き
続

き
三
年
以
上
農
業
を
し
て
い
る
人
。

◎
届
け
出
は
農
協
窓
ロ
ヘ

　
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
掛
金
額
と
納
入
方
法

　
掛
金
は
月
額
七
百
五
十
円
で
す
か
ら

農
協
窓
ロ
ヘ
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
生

産
貯
金
か
ら
差
引
く
こ
と
も
で
き
ま
す

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
協
ま
た
は
産

業
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

遜趨
灘魯
㌧・～、　　ノN

薬
　　　　　へ｝、
　　　　　卜’
　　　　　、v
　　　　　・匡、
　　　　　キ1
　　　　　ざj
　　　　　、《，

櫓　、肇
ギ謡　　二・、
…へ　　、Yi

謙謙

サ
ギ
と
オ
オ
カ
ミ

　
う
っ
か

り
骨
を
の

み
こ
ん
で

困
っ
て
い

る
オ
オ
カ

ミ
が
、
悲

し
そ
う
に

た
す
け
を

求
め
た
。

塑
　
　
　
　
　
　
　
』
　
3

　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
ク

　
　
艶
諺
、
、

　
　
参
讐
ど

蟹蘇

　
ウ
サ
ギ
も
に
げ
、
タ
ヌ
キ
も
行
っ

て
し
ま
っ
た
あ
と
、
首
の
長
い
サ
ギ

が
や
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、

「
何
で
も
好
き
な
も
の
を
お
礼
に
す

る
か
ら
…
…
」

　
と
頼
み
ま
し
た
。
サ
ギ
は
オ
オ
カ

．
ミ
の
口
の
中
へ
首
を
つ
っ
こ
ん
で
苦

心
の
す
え
や
っ
と
骨
を
と
っ
て
あ
げ

ま
し
た
、
と
こ
ろ
が
オ
オ
カ
ミ
は

「
お
前
が
無
事
に
私
の
口
の
中
か
ら

首
を
出
せ
た
だ
け
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

の
お
礼
じ
ゃ
な
い
か
」
と
毒
づ
い
て

お
礼
も
あ
げ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
イ
ソ
ヅ
プ
物
語
）

助
け
て
や
る
に
も
、
そ
の
平
生
を
よ
く
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
選
挙
な
ど

で
も
、
明
る
い
政
治
が
実
現
す
る
よ
う

に
、
し
ッ
か
り
と
平
生
の
こ
と
を
よ
く
み

て
投
票
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
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デ
歩
』

銃
砲
や
刀
剣
類
の

引
『

／
7

惚

．
銃
硲
v
．
．
刀
剣
な
ど
の
所
持
等
取
締
法

の
一
部
が
つ
ぎ
の
よ
グ
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
．
㊨
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

ラ
イ
フ
ル
銃
分
所
持
一
，
・
　
、
戸
　
、
－
轍

り
遂
か
姦
外
繕
っ
．
を
奪

き
ま
せ
ん
。

・
本
年
五
月
二
十
日
現
在
で
十
年
以
上

継
続
し
て
、
猟
銃
の
所
持
許
可
を
受
け

て
い
る
か
た
ぞ
㌧

2
フ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
の
選
手
ま
た
は

　
へ
　
ド

候
補
者
と
し
て
、
日
本
体
育
協
会
等
か

ら
推
ぜ
ん
さ
払
た
か
た
。

・
ラ
イ
フ
ル
碗
に
よ
る
獣
類
の
捕
獲
を

職
業
と
す
る
鷺
．
．

　
た
澄
し
、
現
在
許
可
を
う
げ
て
所
持

し
で
“
る
か
居
に
つ
“
て
は
、
今
後
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

．
魍
．
終
蓬
蜜
皿
｝

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

　
そ
こ
で
、
お
子
様
を
お
持
ち
の
お
母

様
方
へ
一
言
－
…
お
子
様
に
と
う
で
、

韓
馨
数
綴
、
罫
鰭

肇
竃
惨
登
る
こ
雀
芙
雀

隙
撃
Q
員
か
　
！
｝
．
”
．
『

撃
様
舞
び
方
に
、
笠
ゆ
裂
ん

著
て
童
－
だ
責
、
詫

　
　
　
　
　
　
　
　
：
有
東
京
電
力
∀

年
間
は
臥
そ
の
ま
ま
所
持
で
ぎ
ま
す
。

銃
砲
の
保
管
は
厳
重
に

　
堅
固
な
カ
ギ
の
か
か
る
設
備
に
、
銃

と
タ
マ
馨
別
に
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
法
律
で
ば
十
月
か
ら
で
す
が
駅
な

る
べ
く
早
く
設
備
を
し
て
、
盗
難
に
あ

わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

模
造
品
も
所
待
禁
止
に

　
模
造
の
け
ん
銃
は
十
月
二
十
日
か
ら

模
造
刀
剣
類
は
五
月
二
十
日
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
般
的
に
は
所
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
、

盗
難
に
あ
っ
た
ぢ
届
け
出
を

　
銃
硲
や
刀
剣
類
を
、
な
ぐ
し
た
り
、

盗
ま
れ
た
ヶ
し
た
と
ぎ
ば
、
警
察
官
に

届
け
出
ξ
こ
と
然
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

だ
．
．
ご
れ
ら
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
0

を
未
然
に
ふ
せ
ぐ
た
め
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

・
詳
し
ぐ
は
警
察
署
防
犯
課
、
ま
た
は

駐
在
所
に
、
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

』
県
の
広
報
番
組
を
ゼ
う
ぞ

◇
埼
玉
だ
よ
り

　
、
日
本
デ
F
ビ
④

、
・
毎
週
日
曜
日
午
前
8
時
妬
分
～
駈
分
．

◇
こ
胤
に
ち
は
埼
玉

　
7
ジ
テ
レ
ゼ
⑧
：

、
，
毎
週
水
曜
日
午
後
4
時
4
5
分
～
5
5
分

）■

婆昭和鱒分申告所得税の第・期予舖

　～・税額の通知が届いたと思います。納期は
　～
　～一7月31目までですが、第2期分は11月が
　ヌ
　㌔納期です。ただし予定納税額が2万円よ
　｝
　ヤり少ない入には、今回は通知されません

1予定納税額の減額申請
　て
　～　予定納税額については、本年6月30日
　》『
l　l、までの状況による所得金額が、つぎの理

｛ζ、由で予定納税基準頬よ』りも少なくなると

　～
’《見こまれるときは、減額申請をするこど
）　ご

・1ができます。
二　‘
一3・　廃業、休業等により所得が減るとぎ
　、
l　l・　地震等によ為災害、盗難等による雑

　コ　》　損控除が受けられることになったとき

ll・・多額の医療費が力魎・懸費控除

　》　が受けられることになったとぎ
　》
い》・　新たに配偶者控除や扶養親族がふえ
　ヤ
ぐ5　たり、老年者、寡婦などの控除が受け

　～　られることにな：ったとき
ツ’
ア1．・　景気の変動や業績不振などに逮り、

，．5　昨年ゐ所得より相当少なくなる見込み

し覧　であるとき
ll’この減額の申請をしようとす醐）

一～7月15日までにr予定納税額の減額申請
　び
　1書」を税務署に出』してくだ苓い・二申請用

　 ノ
　｝紙は税務署にあります。　〔熊谷税務署〕

ち邑と

　
　
あ
耳
に
「

さやいんげんの

　ごまあえ

　　材料4人分
さやいンげん………16ひg

ごまじょうゆ

｛
　白ごま………大さじ3

　しょうゆ…・一大さじ2

　　　　　一
　さとう……大さじ1．，5

　　　　　、

〔
作
り
方
〕

①
さ
や
い
ん
げ
ん
は
す
じ
を
と
軌
、
た

っ
ぷ
グ
の
熱
湯
に
塩
を
入
れ
た
く
五
カ

ッ
プ
の
湯
に
塩
大
さ
じ
一
）
中
で
約
二

分
ゆ
で
、
冷
水
に
と
り
だ
し
、
手
早
ぐ

ざ
る
に
あ
け
て
、
水
分
を
ぎ
4
q
ー

②
食
べ
や
す
く
斜
め
に
切
っ
で
お
く
。
、

③
ご
ま
じ
ょ
う
ゆ
を
？
ぐ
る
。
、
白
ご
ま

選ノ

　じ

・て

）保

’・存

君い

更た

こし

Zま

っし

と4よ

ぎう
、

外

ら
り
　
ま

を
い
り
　
か
わ
い
た
す
り
鉢
で
ざ
つ
と

荒
ず
り
に
し
、
分
量
の
し
ま
う
ゆ
、
さ

と
5
で
味
を
つ
け
る
。

、
④
水
気
を
き
っ
た
さ
や
い
ん
げ
ん
を
、

あ
え
る
。

※
・
さ
や
い
ん
げ
ん
は
、
ゆ
で
す
ぎ
な

　
．
い
。
ま
だ
釘
っ
て
ゆ
で
b
と
、
う
ま

　
、
味
が
に
げ
惹
。

．
・
食
べ
る
直
前
に
み
え
る
ご
と
、

味
つ
け
の
順
序

　
ぢ
ょ
つ
と
考
え
6
と
、
砂
糖
と
塩
の

味
付
け
順
序
な
ど
ど
う
で
も
い
い
よ
う

に
思
い
が
ち
で
す
が
、
味
つ
け
に
は
順

序
が
あ
ゲ
ま
す
。

　
甘
み
を
先
に
塩
味
を
訪
と
に
し
ま
す

つ
ま
り
、
ま
ず
砂
糖
、
つ
い
で
塩
、
し

ょ
ヶ
ゆ
へ
ぞ
の
あ
と
で
酢
や
ズ
ー
ス
と

い
ケ
わ
げ
で
駄
晩
、
●
弘
鰹
匁
ぎ
セ
ボ
匿

と
お
ぼ
え
て
紅
ぐ
ど
忘
れ
ま
せ
ん
。

す
　
）
）

　
　
　
ズ
ッ
ク
ぐ
つ
を

　
　
　
　
　
　
干
ず
と
ぎ
は

　
　
　
雨
の
多
い
今
月
は
、
ぬ
か
る
み
で
ド

　
　
ロ
ソ
コ
に
な
っ
た
子
ど
も
の
ズ
ッ
ク
ぐ

　
　
つ
も
つ
い
た
ま
り
が
ち
で
す
。

　
　
　
ち
ょ
っ
と
し
た
晴
れ
間
を
見
て
ズ
ッ

　
　
ン
ぐ
っ
を
洗
う
と
き
に
は
、
ビ
ー
ル
の

　
　
あ
き
び
ん
な
ど
、
色
の
濃
い
び
ん
に
洗

　
　
っ
た
く
つ
を
さ
し
こ
ん
で
干
し
ま
し
ょ

　
　
う
。
び
ん
が
太
陽
熱
を
吸
収
し
、
乾
ぎ

　
　
が
た
い
へ
ん
早
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
食
中
毒
に
ご
注
意

箸
選
荻
．
態
な
板
萢
張
識
熱

　
晒
湯
で
消
毒
し
で
お
く
こ
と
茄
肝
心
で
す

　
（
食
中
毒
を
お
こ
七
や
す
い
季
節
で
す
。

　
｛

　
（

　
（

　
～

　
伽

　
（」

h

　
～

　
㌧

　
’

　
凸

p
　
一

　
（

　
～

　
’

　
（

　
（

　
（

　
（

　
’

　
ハ　

・
　
こ
九
か
ぢ
は
v
一
年
中
で
い
ち
ば
ん

　
∩
　
　
　
　
　
＼
・

　
、
　
食
中
毒
分
予
防
と
し
て
は
・
新
し
い

　
ヤ

　
リ　

凶
材
料
を
早
く
料
理
し
て
な
る
べ
く
早
く

　
、
食
べ
》
食
べ
残
さ
な
い
こ
と
で
す
。

　
一

　
｛

一
　
と
伺
蒔
に
調
理
す
る
器
具
や
食
器
酪

4し




